
牛 ３ 《 へ ざ ）

守 〆
一 つ ｒ

こ-
ﾅ、 ｊ

一 日 Ｉ
⑰
〃

⑩
念
封
I)

W
戸

C
令
1

0

ヰ ド リ ０

牛 》 ０ ０

1I
〃

Ⅱ
ll

Ｐ 戸 。 〔 レ ー ナ 雲 Ｐ ）

小 涛
Ｐ （ 湾 〆 イ エ Ｐ ）

〔 ・ 〔 戸 十

小 “
戸 。 （ 、 》 ）

⑰
⑪

r
~
、

》 （ Ｐ 寺 》 Ｐ

９ ～ 少

彗 吟 ） Ｐ ０ １ 画 ‐ （ ） 信 戸 ｌ ユ Ｐ

I

画
Ｇ 丁 戸 》 ″ Ｏ Ｆ Ｆ 二
× １ 戸 十 ユ 〆 冊 一 Ｊ

つ （ ｎ Ｎ Ｏ

O
<

〔 Ｇ や し 〕

。 ｒ リ レ ソ

脚 雫 十 や 芋

Ｆ ） 戸

I
一 L
ノ ll

Ｉ 傘 ＠ 戸

、
Ｏ ラ

′
、

ら
II O

ロ Ｐ Ｒ 今 ‐ 》 牌 Ⅱ ． 一

冊
ー

ぐ ○ 凡
ノ

l〃
Ｔ ２ ノ ュ ハ Ｑ

戸
〆

－

－
『

（ 勺 ｐ Ｆ １ Ｑ ）

封 訓 脚 噸 か 必 《 棚 〈 赤 （ 〆

〃

姿
’

1I

沙
○

〈 ， 七 戸 、

α ざ ，
２ Ｆ

凡 匡 】
糸 脾 ‐ す Ｐ Ｐ ） や
）

ア
〃 0

○ イ ク
、
_
ノ

量|号
や ウ ー Ⅶ ヘ ー ド （ 。

（ つ ｐ タ ユ

Ｏ ラ ー ッ リ 。

兵
li

叫
噴

〃
戸 １ 戸 夕

Ｐ 兵
汁 戸 イ ｐ Ｐ

カ ソ
↑。

戸 句

’



I
１ １

↑ （ 腓 い 一 へ ○ Ｊ
Ｉ

（ ０ へ ○ 〕

牛 ： ． ，Ｉ

“ 》 Ⅲ
斗 沸 ￥

味 》
今 エ ギ

一 一

〆
手 〆 〔 〆 趨 ， Ｔ ざ Ｐ ’ 一 ）

〆

李 亭 《 〆 Ｆ 十 二 Ｐ 十 一 ）

/j

〃
李

－

姉 》 ３ Ｆ 斗 片 輩

ゞ 汁 似 Ⅳ １ １ 仰 垂 》

q-
y

一

牟 寓

牛 ⑨ Ｆ Ｊ Ｆ 〔 什 一 へ 。 ）

二
〔 ｃ へ α ） Ｊ ４ － 調

F
L
司

一

エ （ 動 〕 一
〔 ヌ ● Ｐ 十 α Ｐ 十 一 ゾ イ

へ
P

、 ま 邸 ）

酷 い 一 へ 。 ）

q-
E

〃

一

Ⅱ 卯 ｖ Ｆ 平

｜ 恥 邨 一 〃 の 子 ｖ Ｏ

〃
c-Iフ

II

－

j

O
－
平

『ノ
～ ~

斗 胃
脚 ｘ Ｐ

』

函 Ｖ Ｏ
斗

判 崎 院 汁

〃
へ 9-ノ

IJ
の

Q
〆

-
F
o

イ
サ 像

假 韮

Ｕ 〆 〆

一
～
→

一
へ

が 計 陽

〆 一

|j イ
ー 0
，

函 〆 Ｐ ＋ 彗 戸 ， ｊ 一 ソ

C
一

（ Ｊ ふ げ ↓ 望 涜 ’ ’ 一 ） ＋ 又

″ 糸 か 翼 Ｐ 十 Ｗ ユ 〆 ＋

〃 一

八 ‐ ○
創 〆 綴 ‐ 畠 〆 〆の

』ｐ Ｉ Ｊ ｒ
一

L
ノ

－ I



ハ Ｈ ）

一 国 ）

牛 〆 （ 勺 〃 Ｊ Ｑ ″

ｆ

八 一 〉

（ 二 ）

一 工 （ 味 〕 伊 鈩 〕 一 八 ○

斗 雫 ｎ 緋

一 工 〔 〕 ） 〔 ℃ ロ 〕 一

〈-
ｲ、
賀 》 伊

ｖ ・ 〃 。

（ 元 ぴ ）
』

A
V

J
'

11
〃

こ‐
f

一 斗 × 》 Ｐ

外 呼 ｘ

一 手イ

斗 胃 〆
℃ ヴ 膚 ｒ

（-ナ
（ む び ）

（ つ け 〕

へ 、 ｖ ）

ー

需
尹 仔 が

つ げ ロ ｒ

斗 墓 か 、 ． ）

￥ ： 辛 伊 や 。 ）

封 辛
Ｊ 戸 ． 侭

邦

升 陦 〃 一 ・

ｎ 毛 Ｖ ）
芥 除

I

伊

部 呉 》 か つ ウ リ

一 グワ

一

目 《 ， 〃 剖 骸

Ｖ Ｏ
〆 〆 叫



Ｐ ” 函 『

Ｃ Ｐ － 刀 〆

〈 参 二 幻 ・ 一 Ｇ

ｇ 制 弓

一 戸 』 （ 、 》 ） Ｎ ， ０

で

由 〃 ｑ ｎ ぎ ぎ ） 〃

餌

罫
『I

一 向 ｘ 、 》 ） Ⅱ ”

蛤 公 Ｕ 《 、 》 し

C"
+，

夕
Q
p

-r
j

C
〆 ケ

月 ￥
吋 蝿
｣

⑫ Ｐ 戸 寸 彗 伊 ’ 一 〃 ｒ

ｗ 一

”

一 つ
、

学 解 Ｃ 」 一 刀



胸 ② 斗 少

一 》

李 訊 等 釧 ．

診
鯉
シ 中

和 紙 舟
紗 ジ 動

一 ⑫ 卦

一 （ ザ 。
rJ
J

〃

Ｊ 〆 ，

つ

召
弾 〃 ハ パ ‐

真 ． 合 Ｊ 〔 、 エ ）

一 旬 芦 、 ざ ） 〃

“ 掴 呉 ‐

苧
旬
．

Ｍ 弥 貢 （

Ｈ １ つ 〆 ‐ ｊ 訟 苧

ア 碑 一 徹 Ｖ ｏ

"
I
H

ハ ト 幸 一 言 Ｅ Ｊ 須 叩 千 一 Ｇ Ｊマ 斗

〆

制 ク ラ Ｚ Ｊ 畔 〆

9
〆

Ij
厚 〔 ｖ （ 、 毬 〕

ｏ ｐ Tノ ジ
タ ●

|脚
ー
ワ

一
《

（
（ ● ■ ８ ■ Ｕ ● ８ ９ ■ ８ ９ ″ ｝

‐
■
■

。 《 、 ご ｖ ◎

、 ｒ



|閉
へ 碧 一

㈱ （ 剛 》

一 月 × 、 ご ）

rV
.

亜 》
⑭ 》 か つ 。 ）

寂 ｐ 陣 、 ‐ ず ．

っﾅ移
ノ

一 向 〉 へ 、 ユ ）

″ Ｐ 》

与 哩

〃

I) O
針

ﾙナ
淫 戸 ’ Ｔ ご Ｐ

0
‘

軍 手 、
⑪

価 叫 型

II 0

垂 Ⅱ 好 ｏ ｒ ）

ヨ 排 淳 脇 脚 一 岬

で ０

○
重 IJ I

》 〃 ↑ ｌ 『 Ⅱ 斗 剴 帥
訂 ？

） 側 Ⅲ 《 Ｕ

ノ



勺 ｏ 科 』

勺 。
刀 〔 排 ） ″

」
利 一 （ 朴 ） ″

〔 〃
》 （ つ ）

写 〆 （ 夕 《 式 ） 十 岾 璽 〈 戸 《 坤 ） 令 ｛ （ Ｐ ）

も の 祠 ”
』

舛
一

一 員 、 季 〕 威 動

一 一
０

〆 《

叶 誤 （ ず 一 輔 年 一 〕

“ （ ＃ 昭 索 ） ）
帆

斗 ハ ア ） “

ｆ 丹 傍 が

(ノ 0
へ 、 ク リ

~7
フ
－

一 一
〔 Ｐ ）

辛 戸
(ノ ○

坪 ｎ 毛 〕
⑤

一 千
／

庁 引 ハ

’郵 吐 〔 つ げ 〉 ｈ 前 ．

斗 些 （ ず 一 崎

4
奇 手 ） ） 参

0 剛 ふ 詞 勝

ー

Iノ
ヘ 今
-
1

叩 「 （ 命 ）
一

◎
一

◎
一

◎

け 〃 Ｐ ｅ 〃
や ら~
O

画 吻 （ 、 今 ）

粁 除 制
〃

ｎ 句 一 二 ）

空 戸 。 （ へ 》 ） ｎ Ｗ

帯 《 ） 二

0



印 「 （ 夕 ） 〃 収 〉
少

（ Ｍ 夕 一 ）

ｎ ｗ ２ シ 、 ）

ふ 角 ｊ ザ ひ め
／

汁 〃 Ｐ 耐 や 計 ン

-
一
~
、

斗 言

一 メ 。 、 亘 一

〔 Ｐ （ ‐ 釦 ｒ ）

升 狩 抄 ” （

坐 〔 誹 、

》 実 ． （ ザ 》

Fも
↓ 今 戸

手
‐ 戸 以 ｊ 夕 ） イ や 千

へ 空 或 ） ＋

叩 （ イ ） 』

，

少
〃

味 》
噌 軍 ） ）

卯 沙 到

〔 夕 （ 陳 ）
II G

一 ＋ 如 竿 （ 鄙 へ

函 竿 〔 Ｐ 《 圭 評

毎-
9

〔 全 《 ム ド ）

～

（ ９ ）
－

戸 ）
（ Ｐ 〕

唱
／

I1 6

毛 牢 ） 〕

寸 詐
（ 幸 ｌ ふ 肝

<-
9 へ （ 兵 ）
-
g

(’
一

0

伽

） ” Ｍ Ｇ



舜 哩 鋤
斗 芦

上
日

』
一 Ｕ ｄ （ ｐ 一

、 厚 《 《 〉 ） 今

少
〃 11 1

一 〔 ○ や 雲 ） 〃 服 ◎ 夕

剖 V
)
で
一
一
一
ノ
ー
ー
ー
ー
弓

命
r
一
一
一
ノ
ー
一
一

ー

斗 汽 〔 ア リ

牛
･
互

’

郡 が
靴 ヂ

rJ
f

亜 箏 （ 々 一 人 Ｗ ． ）

辛 辛
部 〆

戸 つ け Ｊ ＋ 夢 靭 華 ｎ Ｔ ｐ ） ｌ Ｍ Ｏ

》 ｎ つ 。 ） Ⅱ ｒ Ｇ

升 隈 が

ｏ 々 （

（ 、 ケ ゾ チ

（ や ロ ノ チ ン 亜 平

建
〆

Fb
T
J

ー

〃 小

十
負
【

《 《 ラ ）

＞
＞

ア

心 〃 姉 八 ぞ 》 ） 剖 洲 帥 写

乎
〉

》 漁 ，

一 一 ハノ
一 ‐ 〆 （ 、 。 ） り 《 じ

〔 、 。 ）

ダ
ダ

〔 や ワ ゾ

（ や し ） ‐ Ｖ Ｏ

詞 郁
II 6

II C

P

［
_
ノ

″ 少
II 6

や 刀 一 へ 安 一 〃 ０



’〈 》 《 一
③

＠
ｅ 疎 い

ｅ が 刃

》 ↓ ｒ 〃

斗 》 ｆ ｉｊ
⑥
ン 〃 什 叶 ‐

。 〔 Ｍ ｖ ｏ

《 へ Ｊ 戸 へ

や ″
r
－
－
－
－
－
〕

戸 ｝ 〆

Ｐ Ｉ Ｏ 誤 ｒ 、

馥 ｝

ン 〃 昨 夕 何 側 〆

聖 ″ Ｉ ド ン

〆 外 一 〆

９ ， 学 ご ） 〃 。 （ “

準 十 ン ・ ド メ ″ Ｃ

ｕ （ ＋ 準 ・ Ｐ “ 〃 ， ０

． 台 Ｐ 十 三 Ｆ ＃ 一

》 ノ
型 琴 ″ Ｐ 》 。

と--
1司

埜

〃

梅 又 炉 へ 聖 ）

e
〃

メ
Ｕ か

~

～
＝

○ 戸 心 イ 》 Ｐ ’ 一

ｅ ｎ ③ ＠

Ｊ 戸
戸 ｛ ｌ 心 ソ ド ）

ll
Ij

へ Ｕ （ へ 聖 ）

》 〃 ‐ ○ 、 ワ ノ ／

ナ ー 〆 ③ （ や 亥 シ
Ｐ

へ 什 乱
〆 〃 シ ‐ 咳 ‐

r
1

I
f
l

e
I
I

C

③
②

〃
～

斗 飢 ＵＩ
C

ll G

輿 ， 小 》 ″ Ｗ Ｇ

Ij （ 型 。 〕 《 “

○ 戸 半
（ 卦 彬 ヨ

Ｐ ン （ １ 戸 シ ヅ

②
〔 一 一

Ｗ ｗ 沖 寸
‐ か I) 0

Ｈ ｇ 辱 一

」



、
〃 訓 ， ） 一

e
ソ 〃 Ｉ 沙 夕 鈩 刈 ‐

〆 『ノ

ｆ

一 づ 〆 《 で

＞
ｎ Ｊ （ へ 雪 ） 〃 ｎ け

ｅ ｚ ③ ＠
詞'
一

洩 り ￥

～

丹 つI－ L
ノ

ク



↓ 測 鉗

急 抄 痢 夕 斗 竿 や 段

亜 〆 （ 、 ◎ ） （ 〕 戸 Ｉ ｐ ） ＋ “ 》 （ や 。 〕 （ 》 ， 命 ） 釣 Ⅱ ｏ

升 叫 抄 切 弛 《 《

人 ｑ 〔 》 〕 （ 勺 ０ Ｊ

ご

r一
言三

（ 一 一 炉 （ 野 ） ）

叶 〆 合 や 。 ）

（ 斗 琴 （ Ｐ ） ） 〃 １ 亥 溌 兎 。 ）

召
～

妹 平 戸 や 。 ） ＋ 〃 》 》 （ 七 ヶ ノ ０ 。

－ 亨 Ｐ （ 勺 〃 ）学 〆 （ や ク ジ ＋ ア

靴 倫 ぷ ま 〉 ｌ ‐ 味 ハ つ ひ Ｕ Ｖ Ｃ ９ ℃ 修 一 椴 評 一 《 『 』

(l O

、 ○ 戸 』
とﾉ
，

琴 ）
訓 〆 易 ｆ 妙 子 属 Ｉ

0
k
ノ

0



Ｒ

（ 叶 〕 ハ マ ヶ ）

や グ ー 》 ・

ダ 《 計 ア Ｊ ， 朴 岬が ’ し Ｐ （ 夢 叫 ）抄

戸 一 等 や 》 淨 一 艀 升 武 部 罰 酬 畔 叙

牛 ０ （ 、 隼 ） ’ １ ９ 〔 安 ） ０ ０

勺 。

y
ｊ ｑ （ 一 ） 侮 る 。 ）

一

戸 〕 （ 『 一 ） 川 Ｖ ６

_－
］

L
一
一
一



各
一

》 《 Ｕ 《 、 》 ） り
小

又 ． Ｐ 十 便 ユ ド

11

叶 向 響 善 望 ″
I 一 冊

渕 斗 竿
ソ が 訟 赴 似

。 タ
Q

･7
J

ダ
グ


